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日本に関する試験的ウェブアーカイブ・
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 	ゆく河の流れは絶えずして、しかも、もとの水にあ
らず。淀みに浮かぶうたかたは、かつ消えかつ結び
て、久しくとゞまりたる例なし。世中にある、人と栖
と、またかくのごとし（1）。

 	While	 the	river’s	current	 is	ceaseless,	 the	passing	
water	constantly	changes.	 	The	bubbles	that	 form	
on	 its	surface,	 form	and	burst,	never	 lasting	 long.	
People	and	their	dwellings	are	the	same（2）.

 鴨長明	（1155?-1216）	は、随筆『方丈記』の冒頭で、世
の移りゆくもののはかなさを川の流れや水の泡に例
え、世の無常を語った。歴史学者は、時の流れの刻みに
基づいて、過去の出来事を叙述しようと努めるが、図
書館司書は、現時点において様々な価値を多角的に垣
間見ることができる主要な情報と資料を保存しようと
努める。ところが、更新や削除が頻繁に行われるウェ
ブサイトの登場で、常に変化する状況下での収集や保
存のプロセスの流れが急激に速くなり、一瞬における
多種多様な発言と視点を保存する必要性がよりいっそ
う高まってきた。

 このような問題意識の下で、米・スタンフォード大学
東アジア図書館の日本に関するウェブアーカイブ・プ
ロジェクトが開始した。当時、筆者は、貴重な発言を記
録し、歴史に埋もれがちな発言の一部が確実に保存さ
れるために多様なテーマを集めたウェブアーカイブの
プロジェクトが必要だと考えた。ウェブサイトの選定に
おいては、国立国会図書館や他機関で既に実施されて
いるウェブアーカイブの収集を補完すること（重複しな
いように）を目指した（3）。ここで、筆者がこの試験的プ
ロジェクトを立ち上げてから2年間で学んだいくつかの
点と現在に至るまでの経過について説明する。

 現代の日本社会の研究の現状を踏まえ、多様な
ニュースメディアで繰り返し取り上げられている話題
を考慮し、ウェブアーカイブチーム（4）は、雇用、エネ
ルギー、ロボット開発など現在の社会で重要な話題を

（9）	秋山美紀.	コミュニティヘルスのある社会へ−「つながり」
が生み出す「いのち」の輪.	岩波書店,	2013,	232p.

（10）	前掲.
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選定し、テーマ毎に関連する多数の収集候補のウェブ
サイトリストを作成した。そして、全国各地に存在す
る小規模な機関から国際的な機関に至るまでのうち、
活発に更新されているサイトに絞り込んだ。その後、
ウェブサイト管理者に協力を依頼する通知レターを
送付し、また、希望があればアーカイブの対象から外
すオプションがあることも追記した。当チームは、し
ばらくの間、アーカイブに関する多数の問い合わせに
応え、さらに理解を深めてもらうために当大学のウェ
ブサイトに具体例を示した説明文を掲載した（5）。作業
手順としては、米国に拠点を置く非営利団体Internet	
Archive（IA）が提供しているArchive-Itというウェブ
アーカイビングサービスにサブカテゴリー毎に選出し
たウェブサイトを登録し、次に収集頻度（毎月、四半期
毎、または1回のみ）を決め、テストを行った。その後、
アーカイブのデータサイズやキャプチャーイメージの
品質の調整を行った。このようにして、アーカイブ・
コレクションを構築する過程は、2年間にわたって続
けられ、その間、新しいテーマの案が浮上する度にウェ
ブサイトを随時追加していった。広範囲にわたる様々
な情報・発言が網羅されるように、テーマ毎に少なく
とも10のウェブサイトを収集するように努めた。テー
マ別のグループとサブカテゴリーは次のとおりである

（括弧内はウェブサイトの数）（6）。 

 政	治・経済（54）：政党、金融機関、政治家、TPP、安
全保障

 雇	用・労働（46）：労働組合、協同組合、若者の非正
規雇用状況、在宅ワーク

 社	会関連（156）：超高齢社会、沖縄問題、女性支援、
夫婦別姓、食品廃棄、赤ちゃんポスト、引きこも
り、国際支援、LGBTQ、社会に影響力のある人物、
地方創生、町並み保存、2020年東京オリンピック、
ブログランキング（政治）

 子	育て・出産（29）：待機児童、認可保育園、卵子凍
結

 学	問・人文（41）：高等教育機関、大学（法学部、経済
学部、社会学部）、宗教

 環	境・自然（75）：資源・自然エネルギー、反原発、
地球温暖化、原子力関連機関

 科	学技術（41）：ロボット、先端素材、研究機関
 イ	ンターネット・コンピューター（30）：ネットハラ

スメント、サイバーセキュリティー

 また、現行のウェブサイトとの混同を避けるため、
アーカイブされたウェブサイトを一般公開するまでに
最低6か月間の保留期間を設けた。次のステップでは、
各サイトのメタデータを作成し、それらのデータがデ

ジタルリポジトリに取り込まれ、その後、当大学の検索
ポータルサイト	SearchWorks（7）において、どこからで
も閲覧が可能になる。予定では、2018	年晩秋に世界中
から閲覧可能な、日本のウェブアーカイブ・プロジェク
トに焦点を当てたオンライン展示会を計画している。

 筆者は、このプロジェクトを通して大変多くのこと
を学んだ。特に、今は亡き小林麻央氏のブログをアー
カイブしたと公表した（8）時には、世間から大きな反響
を得、とても心が動かされた。また、ウェブサイト管理
者からお礼のメールを数々受け取り、中にはより一層
活動に精進するという内容もあり、大変恐縮した。こ
のようなことは、今まで筆者が取り組んできたどのプ
ロジェクトにも見られない反応だった。
 当時、図書館司書として、できる限り後世に正確な
描写を伝える歴史的な瞬間の資料や情報を残そうと努
めていた。しかしながら、プロジェクトが進行するに
つれて、ウェブサイト管理者が当プロジェクトの意図
とは違う方向に解釈していることに気づき始めた。当
プロジェクトは、特定のウェブサイトにターゲットを
絞って収集する「選択的収集」を行っているため、あら
かじめウェブサイト管理者に通知レターを送付する必
要がある。現在の日本の社会の中で浮かび上がる様々
な情報、発言を網羅することを目指していたにもかか
わらず、通知レターを受け取ったウェブサイト関係者
の一部は、当大学が彼らの活動、発言を公認している
かのような反応を示した。
 そのため、当プロジェクトは、特定の団体・機関の
活動を支持するものではないことを明確にする趣旨を
通知文に付け加えた。さらに、この問題を感じ取った
ことで、当チームは、プロジェクトのあり方を改めて
問うようになった。米国に拠点を置く大学図書館とし
ての社会的な立場を考慮すると、インターネット上で
活発に語られる熱心な発言を公認するような姿勢を
控えなくてはならない。このような場合、ウェブサイ
ト管理者に通知するのではなく、IA	が提供している	
Wayback	Machine（9）というサービスを使用する方法を
選んだ。これらのウェブサイトは、Wayback	Machine
に保存され、Search	Worksには表示されない。しかし
ながら、当アーカイブは熱心な議論の一部を間接的に
収集して、後世の研究者が主要課題の情報を参照でき
るようにした。

 ウェブアーカイブ“Snapshot	of	Japan,	2016-2018”は、
ウェブアーカイブのための「スナップショット」モデ
ルとなり得る試行プロジェクトであった（10）。当チーム
は、今までアーカイブされていなかった多くの重要な
テーマのウェブサイトを収集・保存することを成し遂
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げ、多種多様な情報・発言の存在を実証することに成
功した。これらは、様々な面での努力なくしては、歴史
の描写から外れることになったであろう。
 筆者は、このプロジェクトについて考える時、いつ
も鴨長明の言葉が心に浮かぶ。彼は、人々やその住処
もまた川の流れや水の泡のようなものであると例え
た。同じように、時代の流れに合わせて、日々更新・削
除が頻繁に行われるウェブサイトは、川の表面に現れ
ては消える水の泡に例えられる。そして、今までの緩
やかな川の流れが ウェブサイトの登場によって、よ
りいっそう速い流れとなった。もし、彼が現在の無常
観を心に描くなら、このはかない流れの速さに大変驚
いたことであろう。情報の湧き出るのが速く、また変
化が激しい時代の流れが続くのであれば、図書館司書
の役割はいっそう重要になってくる。私たち司書とし
ての使命、それは時の流れの中に埋もれがちな様々な
情報や資料を収集、保存、そして提供することである。		

 歴史を語る、それは一つの視点からではなく、時の
流れの中で記された多彩な情報や資料にもとづいて。
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